平安物語の唐物をめぐる文化史 : 『源氏物語』と『うつほ物語』の比較から by 河添 房江

































































































たい輸入品である青色と白色の目のさめるような瑠璃、すなわちガラスの坏が据えられていた。当時、瑠璃の容器はすべて舶載品であり、唐物 香料をふんだんに贈った光源氏 期待に応えて、朝顔の姫君もまた唐物を惜しまぬ趣向で、薫物を届けた である。そこではガラス器の蓋となった心葉の糸の趣向が「なよびかになまめかしうぞしたまへる」と評されている。さら 心葉にとどまらず、朝顔のこらした趣向全般が来あわせ 光源氏の異母弟の蛍兵部卿宮の目を奪い、 「艶なるもの さまかな」と唸 せる。薫物の容器は、瑠璃という最高級の唐物を素材としながら、和の優美な趣向を加味したものであり、その調和が賛美されているのである。
 
さらに、朝顔から送り届けられた薫物をきっかけに、光源氏は蛍














はれり。 「このごろの風 たぐへんには、さらにこれにまさる匂ひあらじ」とめでたまふ。夏 方（花散里）には 人びとの、かう心々に挑みたまふなる中に、数々にも立ち出でずやと、煙をさへ思 消えたまへる御心にて、ただ荷葉を一種合はせたまへり。 ま変はりしめやかなる香し あは つかし
。冬
の御方（明石の君）にも、時々によれ 匂ひの定まれるに消たれむもあいなしと思して、薫衣香の方 すぐれたる 、前の朱雀院のをうつさせたまひて、公忠朝臣 、 とに選び仕う つれりし百歩の方など思ひえて、世 似ずなまめかしさをとり集めたる
、心おきてすぐれたりと、いづれをも無徳ならず定めた
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蛍宮は、 どれと比べられない中でも、 黒方は朝顔、 侍従は光源氏、
梅花は紫の上が素晴らしいと、それぞれ三人の顔を立てるような判定を下している。しかも、紫の上の梅花のように、当世風で華やかというものもあるが、 黒方は 「心にくく静やかなる匂ひ」 、 侍従は 「すぐれてなまめか うなつか き香」とあり、 〈唐〉よりも〈和〉の美意識というべき評価を得ている。花散里の荷葉への評価も「あはれになつかし」 、 明石 君の薫衣香についても「世に似ずなまめかしさをとり集めたる、心お てすぐれたり」としたので る。
 
その八方美人的な評価について、光源氏は苦笑しているが、それ




































































わたしたり。御帳の帷子、壁代などは よき移しども 入れ染めたれば、そのおとど あたりは、よそにても と香ばし
。ま
してうちにはさらにもいはず。しるしば りうちほのめく蒜の







色黒き鶴四つ、みなしとどに濡れて連なり、色はいと黒、白きも六つ。大きさ例の鶴のほどにて、白銀を腹ふくらに鋳させたり。それには、麝香、よろづのありがたき薬、一腹づつ入れたり。 （中略）御火取召して、山 土所々試みさせたまへば さらに類なき香す
。鶴の香も似るものなし。 （中略） 「あやしく、こ









られた洲浜を大宮 見る いう場面で、 洲浜の山の土には、 黒方・侍従・その他の薫物の粉が使われていた。 それを後で焚いたところ、類まれな香がしたが、それは仲忠が祖父の治部卿 すなわち俊蔭がもたらした唐物で調合した薫物であったからだと種明かしがされている。
 
このように『うつほ物語』の薫物や香の世界をたどりみると、贈
り物として使われる場面（①②④）が多く、入内や産養など晴の儀式で、 上代のように薬と一対のものと て香が意識された例 （①④） 、洲浜などで薫物の粉を土や灰に見立てて山や島を作ったりと、祝儀物の細工（①④）のために使われること 多いのであ 。また『うつほ 語』の後半 は、仲忠一族周辺で焚か る（③）ほか、焚かれた例は少なく、薫物と季節 結びつきもなく、 『源氏物語』のように由緒ある誰それの調合法 語る例もみえない。 から作られたイメージが強く、贈り主 財力を示し、めで の、 ば きもの、類のないものとして語られる傾向にあるの あ 。より優 ていると語られる薫物は、唐から直輸入か同じ調合法 作 れ 薫（②） 、 あるいは遣唐使 なった祖父の俊蔭がもたらし 香で調合した薫物（④）なのであ 。
 
つまり『うつほ物語』の香や薫物は、豪華な贈答用の品であり、
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く、唐の調合法により百歩先まで匂うようにした薫衣香 焚 、格調の高さを演出している。一方、荷葉はこの場面が夏の季節 あること、献花である蓮の花の縁からも似つかわしく、しかも蜜を少なくして、よく匂うように工夫されたものであった。そして唐の香に和製の荷葉香という、 二つの薫物を焚き合わせて、 「いとなつかし」 という美意識をかもし出しているのである
５
。 薫物の中でも 「唐」
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北山殿行幸における室礼では、天鏡閣の会所に本場の中国でさえ











そなつかしうこまやかにはありけれ」 （錦、綾なども、やはり昔の品の方が魅力的で上質であった）と語っていることが注目される。大弐からの献上品より、高麗人 らの贈 物の方がすぐれているとう判断である。 古い唐物の方が品質が確かであるということであり一種の尚古趣味といってもよい。博多に来航す 海商から大宰府の役人が買い取った唐物と、渤海国使の献上品のように いわば外交の一環として贈るべく用意された舶載品では、後者の方 質的にすぐれている いうこともあるかもしれない。
 
しかし、これは『源氏物語』にとどまらず、唐物の歴史全般にお








など宋の絵画が好まれ、東山御物となった 室町幕府において、同時代の明やその前の元でもなく、一昔前の宋で しかも徽宗はともかく、牧谿・梁楷という本国ではそれほど評価を得ていない絵画がもてはやされたのである。そこに和の文化からみた漢 文化の選択







































れた唐物を道長は一緒に見て、その裾分けにあずかっている。道長には、錦、綾、紺青 して丁子、麝香、甘松など 香料が分与された。この時の唐物御覧では、道長の他にも 太后宮彰子、中宮妍子、皇后威子、東宮の敦成親王に が贈ら ている。
 
長和四年 （一〇一五） 二月に 、 同じく周文裔が珍獣 孔雀と鵞を献上し三条天皇の唐物御覧の後、道長に下賜されている。道長は土御門邸で飼育し、卵が十一個産まれたものの 百日を過ぎても孵化せず と った苦労話もあったようである。
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